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１．概要（Summary） 

SUS304 に窒化処理を行うとＳ相と呼ばれる特殊な窒

化層が形成される。この S 相がニュートラル窒化処理でも

生成されるかどうかを評価するためにX線回折による表面

結晶構造の観察を行う。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 

薄膜 X 線回折装置 
【実験方法】 

試料版に試料を設置し、角度ごとに X 線を照射する。

回折し反射したピークを読み取る。その後前データと比較

し、結晶相の同定を行う。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
処理温度を変化させニュートラル窒化処理を行った試

料の X 線回折パターンを Fig5.1 に示す．未処理の状態

ではオーステナイト系の鉄を示すγ-Fe のピークが検出し

た．これに対して 425°C と 450°C の試料はγ-Fe のピーク

と伴に拡散した窒素と Cr が化合した CrN が検出されて

いる．前述の通り 420°C 以上の高温になると CrN が生成

されやすいということからも判断できる．また，350°C，

375°C，400°Cの試料は拡張オーステナイト相であるS相

が検出された．このことから処理温度 400°Cークが現れる

位置から400°C，350°C，375°Cの順に大きく左に移動し

ている．これは S 相による格子歪みによって検出されるピ

ークが移動したと考えられる． 
 
 
 
 
 

 
Fig 5.1 X-ray diffraction patterns of neutral 
nitrided samples. 
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